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項  目 内                容 

第１章 総 則 

（適用範囲） 

第1-1条 ～ 

（保険加入） 

第 1-10 条 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

第 2 章 作業条件 

（適用する図書） 

第 2-1 条 ～ 

（作業条件） 

第 2-2 条 

 

 

変更なきにつき省略。 

 

（対象施設） 

第 2-3 条 

 

本業務の対象となる施設は、次のとおりである。 
施設名称：美野里幹線水路 
配水方式：クローズドタイプパイプライン 
受益面積：7,410ha（水田 4,180ha、畑 3,230ha） 
延  長：20,788m 
代表口径：2,400mm～2,100mm 
管 材 質：主にＰＣ管 
最大通水量：10.6m3/s～4.5m3/s 

  上記のうち第２揚水機場 サージタンク吐口から 12 号空気弁の測点
No.61+57.266～No.64+62.81 の幹線水路 305.544m 

（参考図書） 

第 2-4 条 ～ 
（参考図書及び貸与
資料の取扱い） 
第 2-6 条 
 

 
変更なきにつき省略。 

第 3 章 作業内容 
（作業項目及び数量） 

第 3-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
本業務における作業項目及び数量は、次の作業項目表のとおりである。   
なお、詳細は別紙１【地質調査解析作業項目内訳表】、別紙２【測量業務作業項

目内訳表】（該当項目）に○印で示すものとする。 
 

作業項目表                上段（）内：当初、下段：変更 

作  業  項  目 数  量 備  考 

地質調査及び解析作業（影響評価） 
(〃) 
１式 

別紙１ 
管内変状調査 

（－） 
１式 

管内縦断測量 
(0.17km) 
0.30km 

別紙２ 
ＵＡＶ測量（現況土量解析、断面図作成） 

(〃) 
１式 

 

（作業の留意点） 
第 3-2 条 
 
 

 

業務の実施にあたって、特に留意する点は次のとおりとする。 

(1)～ (8) 変更なきにつき省略。 

 (9)標準貫入試験 

 標準貫入試験は、φ66 ボーリング孔において地表より１ｍ毎に実施するものと

する。 

(10)～(13) 変更なきにつき省略。 

 

（技術提案の履行） 
第 3-3 条 
 
 

 

変更なきにつき省略。 
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項  目 内                容 

第 4 章 打合せ ～ 
第 8 章 定めなき事
項 
 

変更なきにつき省略。 
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別紙１【地質調査解析等作業項目内訳表】  
【地質調査】                             上段（）内：当初、下段：変更 

作業項目 規格等 数量 作業実施欄 

１．機械ボーリング  
 

  

 土質ボーリング φ66 オールコア（粘性土、シルト） 
（15.0） 

6.1m 
○ 

 土質ボーリング φ66 オールコア（砂、砂質土） 
（ － ） 
 46.9m 

○ 

 土質ボーリング φ116 ノンコア（粘土、シルト） 
（15.0） 
3.0m 

○ 

２．サンプリング 
 
 

  

 デニソンサンプリング 粘性土 
（3） 
2 本 

○ 

３．原位置試験 
 
 

  

 標準貫入試験 粘性土、シルト 
（15） 
5 回 

○ 

 標準貫入試験 砂、砂質土 
（－） 
48 回 

○ 

４．室内試験 
 
 

  

 土粒子の密度試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
18 試料 

○ 

 含水比試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
18 試料 

○ 

 粒度試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
18 試料 

○ 

 液性限界試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
18 試料 

○ 

 塑性限界試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
18 試料 

○ 

 湿潤密度試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
2 試料 

○ 

 圧密試験 粘性土、現場盛土材 
（6） 
2 試料 

○ 

 三軸圧縮試験 ＣＵ試験、粘性土、現場盛土材、径 35mm 
（6） 
－試料 

○ 

 三軸圧縮試験 ＣＵbar 試験、粘質土、現場盛土材、径 50mm 
（－） 
2 試料 

○ 

５．仮設 
 
 

  

 現場内小運搬 特装車 100～300m 
（〃） 
0.95ton 

○ 

 仮設足場 平坦地足場 
（1） 
2 箇所 

○ 

６．その他 
 
 

  

 準備及び後片付け  
（〃） 
1 業務 

○ 

 搬入路伐採等 幅 3m 以下 
（140） 

－m 
○ 

 調査孔閉塞  
（2） 
4 箇所 

○ 

 給水費  
（〃） 
2 箇所 

○ 
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【解析作業】                              上段（）内：当初、下段：変更 

作業項目 作業内容 数量 作業実施欄 

1.準備作業 

1-1.現地踏査 
検討対象区間、周辺の盛土状況及び地形状況について確認する。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内外業） 

1-2.既存資料収集整

理 

既設水路の平面図、縦断図、横断図等、盛土状況（平面、断面図、

工事記録等）及び既設水路の沈下観測結果等の資料を収集し、調査

検討に必要な情報を整理する。既設水路の沈下観測結果について

は、結果を整理したうえで観測結果を基に双曲線法等により将来の

沈下量を予測可能か検討を行う。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内業） 

2.直接調査資料の整

理とりまとめ 

直接調査（ボーリング調査等）の評価・考察、試料の観察及びボ

ーリング柱状図の作成を行う。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内業） 

3.盛土による既設水

路の影響検討 

3-1.検討条件の整理 

地質状況、既設水路の状況、盛土状況及び沈下観測結果等から検

討条件を整理し、地層条件、土質定数、解析ステップ及び許容変位

量等の解析条件を設定する。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内業） 

3-2.盛土による影響

評価 

盛土が既設水路に与える影響について、地盤解析により変状予測

を行い評価する。解析手法は、圧密による沈下や盛土施工ステップ

（載荷、撤去）を考慮できる２次元粘弾塑性有限要素法（ＦＥＭ解

析）とし、解析断面は沈下量が最も大きい１断面とする。 

解析結果から得られる既設水路の変位量と許容変位量との比較

を行い、既設水路の安全性を検討する。 

（１） 

－業務 
○ 

（内業） 

3-2.盛土による影響

評価 

盛土が既設水路に与える影響について、地盤解析により変状予測

を行い評価する。解析手法は、圧密による沈下や盛土施工ステップ

（載荷、撤去）を考慮できる２次元粘弾塑性有限要素法（ＦＥＭ解

析）とし、解析断面は沈下量が最も大きい１断面（縦断方向１断面

及び横断方向１断面）とする。 

解析結果から得られる既設水路の変位量と許容変位量との比較

を行い、既設水路の安全性を検討する。 

（－） 

１業務 

○ 

（内業） 

3-3.対策工法の検討 

影響評価の結果、既設水路の安全性が確保されない場合は対策工

法の検討を行う。対策工法は盛土の撤去を基本とし、対策工を行っ

た場合のＦＥＭ解析を実施し、対策工の効果、規模について検討を

行う。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内業） 

3-4.概算工事費の算

定 

3-3 で決定した対策工法について、見積り又は他地区事例等によ

り概算工事費を算出する。 

（〃） 

１業務 
○ 

（内業） 

3-5.管体構造計算 

以下の３ケースで管体構造計算（常時）を行う。（ケース１：建

設当時、ケース２：最大盛土時、ケース３：現況） 

常時の検討方向は横断方向とし、許容内圧と設計水圧を比較して

安全性を判定する。 

（－） 

１業務 

○ 

（内業） 

4.照査 上記作業内容について照査を行う。 
（〃） 

1 式 

○ 

（内業） 

5.総合解析とりまと

め 

各解析項目の成果物の点検、とりまとめ、施工上の留意点の検討、

報告書の作成及び電子成果品の作成を行う。 

（〃） 

１式 
○ 

（内業） 

 
 
【現地調査】                             上段（）内：当初、下段：変更 

作業項目 作業内容 数量 作業実施欄 

管内変状調査 

目視や簡易な機器による計測等の調査を行い、変状

等（ひび割れ、欠損、継手間隔、継手曲げ角度等並び

に周辺環境）を定量的に把握するとともにスケッチを

作成する。 

なお、内面バンド等により継手間隔を測定できない

箇所（16箇所）における継手曲げ角度は、縦断測量結

果から整理するものとし、過年度調査結果からの進行

性についても確認する。 

（－） 

0.14km 
○ 

（外業） 
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別紙２【測量作業項目内訳表】  
【測量】                               上段（）内：当初、下段：変更 

作業項目 作業内容 数量 作業実施欄 

１．測量業務    

 作業準備 

管内測量に際し、既設空気弁室の縞鋼板蓋撤去復

旧、空気弁人孔撤去復旧を行うものとする。 

なお、空気弁人孔復旧時にはパッキンを新品に交換

する。 

また、管内作業となることから、作業上必要な換気

についても行う 

（〃） 

1 式 

○ 

（外業） 

 水替工 

管内には最大 30cm 程度、農業用水が管内に残るこ

とから、空気弁室より水中ポンプを搬入し水替を行

う。 

（1） 

－式 

○ 

（外業） 

 水替工 

管内の排水については、排泥工により排水出来ない

ことから、バキューム車及び水中ポンプにより水替を

行い、第二揚水機場へ排水を行う。（V=28m3、2 日程

度） 

（－） 

1 式 

○ 

（外業） 

 管内縦断測量 
管内（PC 管、口径 2400mm）の水準測量を行う。 

 また、測定間隔についてはジョイント毎に行う。 

（0.17） 

－km 

○ 

（外業） 

 管内縦断測量 

管内（PC 管、口径 2400mm）の水準測量を行う。 

また、測定間隔についてはジョイント毎に行うとと

もに、光波測距儀により継手の距離を計測する。 

（－） 

0.30km 

○ 

（外業） 

４級基準点 
ＵＡＶ測量の座標を得るために基準点測量を実施

する。 

（－） 

7 点 

○ 

（外業） 

３級水準測量 

地質調査やＵＡＶ測量などの地盤高を得るため水

準測量を実施する。 

なお、水準点については、別途業務にて設置してい

る R3KBM.16 を用いるものとする。 

（－） 

0.26m 

○ 

（外業） 

線形決定 中心線を決定する。 
（－） 

0.30km 

○ 

（外業） 

 

仮ＢＭ測量 
ＵＡＶ測量、管内縦断や地質調査に必要な水準点

（仮ＢＭ）を現地に設置し、標高を定める 

（－） 

0.30km 

○ 

（外業） 

 ＵＡＶ測量（測量） 
ＵＡＶ測量にて管路上の現状土量について算出を

行える様、現地にて計測を行う。（写真測量） 

（1） 

－式 

（L=150m,B=45m） 

○ 

（外業） 

 ＵＡＶ測量（測量） 
ＵＡＶ測量にて管路上の現状土量について算出を

行える様、現地にて計測を行う。（レーザ測量） 

（－） 

１式 

（L=150m,B=70m） 

○ 

（外業） 

 ＵＡＶ測量（解析） 

現地にてＵＡＶ測量結果より現況土量について解

析を行い、土量算定の基となる断面図について作成す

る。（写真測量） 

（1） 

－式 

（L=150m,B=45m） 

○ 

（内業） 

 ＵＡＶ測量（解析） 

現地にてＵＡＶ測量結果より現況土量について解

析を行い、土量算定の基となる断面図について作成す

る。（レーザ測量） 

（－） 

１式 

（L=150m,B=70m） 

○ 

（内業） 

 


